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調査の目的と本日の分析課題

2025年4月施行改正育児・介護休業法の効果を検証し、

その効果を高めるための課題を明らかにすること。

Q）改正法で新たに義務化された「40歳の社員を対象にした

事前の制度周知」は介護離職防止に資するといえるか。

A)制度周知には効果があると言える。加えて、

①上司に介護ことを話せる雰囲気作り

②介護休業等の制度の趣旨の理解向上

③残業削減等の働き方改革に取り組むことも重要
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今回の
分析課題

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001259367.pdf
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調査概要

〇調査対象：プロジェクト参加企業4社の社員

〇調査法：各社から社員に回答依頼し、ウェブサイト上で回答

〇調査委託先：インテージリサーチ

〇調査時期：2025年11月～12月

〇回収数：10,766件（→今回は40歳以上9,856件に限定）
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分析データの概要
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原データ 分析データ

N N

A社 1719 1719

B社 4799 → 1920

C社 1437 1437

D社 1901 1901

合計 9856 6977

＊全体の結果への影響を

考慮してB社は0.4倍に

現在と過去の介護経験

N

過去も現在も介護の経験無 4108 →限定→

過去も現在も介護経験有 860 N ％

過去はないが現在は介護経験有 1379 ある 607 15%

過去はあるが現在は介護経験無 629 たぶんある 1674 41%

合計 6977 ない 397 10% →除外

分からない 1430 35% ↓

合計 4108 分析対象 3711

今後5年間の介護見込み



就業継続見込み）現在の職場で、親などの介護の課題に直面した際、
あなたは今の仕事を継続できると思いますか。
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今の働き方のまま仕事を継続することが

できる, 11.5%

今の働き方を変えれば、仕事を継

続することができる, 51.7%

今の働き方を変えても、仕事

を継続することは難しい, 

11.4%

わからない, 25.4%



性別 就業継続見込み
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=2772)

女性(N=903)

答えたくない(N=35)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



年齢別 就業継続見込み

※39歳未満は分析から除外 8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40-44歳(N=885)

45-49歳(N=939)

50-54歳(N=1038)

55-59歳(N=609)

60歳以上(N=241)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



職位別 就業継続見込み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般職：残業手当有（N=2399）

一般職：裁量労働制適用（N=153）

管理職：課長相当以上（N＝1104）

その他（N=55)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



仕事と介護の両立支援制度に関する
情報提供の有無別 就業継続見込み

情報提供）勤務先から勤務先の仕事と介護の両立支援制度（介護休業、介護休暇など）について
説明や情報提供を受けたことがありますか。 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼2025年3月以前

情報提供あり(N=1051)

なし(N=2660)

▼2025年4月以降

情報提供あり(N=406)

なし(N=3305)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



情報提供の有無別 就業継続見込み
（2025年3月以前と4月以降の3重クロス）

11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼2025年3月以前の情報提供あり

4月以降の情報提供あり(N=149)

なし(N=902)

▼2025年3月以前の情報提供なし

4月以降の情報提供あり(N=257)

なし(N=2403)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



介護休業の目的理解別 就業継続見込み

介護休業の目的理解）介護休業の利用目的としてあなたの考えに近いものを選択してください。
介護休業は、連続した日数、休業できる制度です。 12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事と介護を両立できる状態を

整備するため（N=2146)

介護に専念するため（N=342)

わからない（N=1201)

その他（N=22)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



介護休業の目的理解・情報提供有無別
就業継続見込み

情報提供あり：2025年3月以前か4月以降のいずれかに情報提供あり 13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼両立状態整備

情報提供あり(N=912)

情報提供なし(N=1235)

▼介護に専念

情報提供あり(N=116)

情報提供なし(N=225)

▼わからない

情報提供あり(N=274)

情報提供なし(N=926)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



情報提供の時期別 介護休業の目的理解

14

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼2025年3月以前情報提供あり

4月以降情報提供あり（N=149)

なし(N=902)

▼2025年3月以前情報提供なし

4月以降情報提供あり(N=257)

なし(N=2403)

介護に専念 両立状態整備 わからない その他



上司への相談しやすさの有無別
就業継続見込み
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

話したり相談できる

(N=2411)

話したり相談することが

難しい(N=222)

どちらともいえない

(N=1078)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる

上司への相談しやすさ）現在の職場で、あなたが親などの介護の課題に直面した際、
上司はそのことを話したり、相談できる方ですか。



上司への相談しやすさ・2025年3月以前の
情報提供有無別 就業継続見込み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼相談できる

制度周知あり(N=722)

なし(N=1639)

▼難しい

制度周知あり(N=38)

なし(N=184)

▼どちらとも

制度周知あり(N=241)

なし(N=837)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



上司への相談しやすさ・2025年4月以降の
情報提供有無別 就業継続見込み

17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼相談できる

制度周知あり(N=315)

なし(N=2096)

▼難しい

制度周知あり(N=14)

なし(N=208)

▼どちらとも

制度周知あり(N=77)

なし(N=1002)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



急な休みの支障の有無別
就業継続見込み
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急な休みの支障）事前に休暇申請しないで急に3日間仕事を休んだら、

あなたが担当している業務はどうなると思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

支障は生じない(N=462)

多少の支障は生じる(N=2556)

大きな支障が生じる(N=656)

その他(N=37)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



上司への相談しやすさ・
急な休み支障の有無別 就業継続見込み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼相談できる

支障ない(N=289)

多少の支障(N=1708)

大きな支障(N=393)

その他

▼難しい

支障ない(N=36)

多少の支障(N=121)

大きな支障(N=58)

その他(N=6)

▼どちらとも

支障ない(N=136)

多少の支障(N=726)

大きな支障(N=205)

その他(N=12)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



急な残業の頻度別 就業継続見込み
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急な残業の頻度）現在あなたが担当している業務では、

当日になって急に残業することはどのくらいありますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

恒常的にある(N=996)

ときどきある(N=2011)

ない(N=704)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



上司への相談しやすさ・
急な残業の頻度別 就業継続見込み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼相談できる

恒常的にある(N=657)

ときどきある(N=1319)

ない(N=436)

▼難しい

恒常的にある(N=63)

ときどきある(N=109)

ない(N=50)

▼どちらとも

恒常的にある(N=276)

ときどきある(N=584))

ない(N=218)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



残業の頻度別 就業継続見込み
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日残業がある(N=1320)

週2、3日は残業がある(N=1108)

残業はほとんどない(N=1282)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる



上司への相談しやすさ・
残業の頻度別 就業継続見込み
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

▼相談できる

ほぼ毎日残業(N=892)

週2、3日残業(N=720)

ほとんどない(N=799)

▼難しい

ほぼ毎日残業(N=80)

週2、3日残業(N=58)

ほとんどない(N=84)

▼どちらとも

ほぼ毎日残業(N=348)

週2、3日残業(N=331）

ほとんどない（N=400)

今のまま継続できる 働き方を変えれば継続できる 難しい わからない



就業継続見込みに対する情報提供、
介護休業目的理解、職場環境要因の関係
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B β B β B β

2025年3月以前に情報提供あり .105 .062 ** .094 .056 ** .064 .038 **

2025年4月以降に情報提供あり .102 .042 ** .096 .040 ** .075 .031 *

介護休業目的理解（基準：両立状態整備）

介護に専念 -.337 -.130 ** -.318 -.123 **

わからない -.055 -.034 * -.045 -.028 *

その他 -.425 -.043 ** -.330 -.033 *

上司に相談できる（できる＝1、難しい・どちらとも=0) .151 .096 **

急な休みの支障（大いにあり=3、多少あり=2、なし=1。「その他」は分析から除外） -.199 -.146 **

急な残業（恒常的=3、たまに=2、ない=1) -.078 -.071 **

残業（毎日=3、週2,3日＝2、ない＝1） -.070 -.078 **

今のまま継続できる=4点、働き方を変えれば継続できる=3点、わからない＝2点、難しい=1点

B（非標準化回帰係数）はY=a+BxのB（傾き）を表す。回帰係数の絶対値が大きいほど、他の条件が同じと仮定した場合の関連が大きいといえる。

β（標準化回帰係数）はB（標準化回帰係数）の絶対値を0から1の間に収めることで変数間の関連性の大きさを比較できるようにした値。

表示は割愛しているが性別、年齢、職位も説明変数に入れて推計しているため、これらの条件は同じと仮定している。

「就業継続見込み」の規定要因（OLS）

モデル3モデル2モデル1

**有意確率1%未満。*有意確率5％未満。有意確率は母集団において係数が0になる確率。係数0は関連がないことを表す。社会科学では有意確率5％未満である場

合に「この調査の回答者だけでなく回答していない者においても係数は0ではない、つまり関連があるといって良い」と判断することが一般的になっている。



まとめ

◎2025年施行の改正育児・介護休業法により、介護に直面する前の

社員に両立支援制度の情報提供を行うことを義務化したことには、

介護離職を防止する効果があるといえる。

◎介護のことを上司に相談しやすいと介護離職のリスクはなお下がる

◎一方、介護休業を介護に専念するための制度と誤解する等、

制度の目的を理解していない場合は介護離職のリスクが高くなる。

◎情報提供の有無にかかわらず、急に仕事を休むことが難しい職場、

急な残業がある職場、残業の頻度が多い職場は介護離職のリスクが高い。

⇒情報提供とともに、上司への相談しやすさの向上、

制度の理解度の向上、働き方改革といった施策も重要。
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